
足助・旭
A S U K E ・ A S A H I

1 月号
2015.1.20発行

【1月号　2015.1.20発行】 http://www.oiden-sanson.com

と
よ
た
こ
ど
も
国
連
環
境
会
議
受
入
れ

　

「
と
よ
た
世
界
環
境
ウ
ィ
ー
ク
」
に
合
わ
せ
、

1
月
10
日
（
土
）
～
12
日
（
月
）
、
豊
田
市
内

外
か
ら
ミ
ラ
イ
を
担
う
新
し
い
世
代
が
集
ま

り
「
と
よ
た
こ
ど
も
国
連
環
境
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ

ウ
ン
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
土

橋
小
学
校
を
訪
問
。
2
日
目
に
旭
・
足
助
地

区
を
訪
れ
、
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
の

関
連
団
体
が
受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。

100
名
の
学
生
た
ち
は
、
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
自
然
薯
堀
り
体
験
、
、
旭
地
区
で
農
業

を
な
り
わ
い
と
し
て
い
る
若
者
の
家
訪
問
、
間

伐
体
験
、
千
年
持
続
学
校
で
建
て
た
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
の
『
宇
宙
（
そ
ら
）
の
家
』
で
、
入
居
者
に

よ
る
家
の
説
明
・
薪
割
り
な
ど
、
様
々
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
そ
の

後
、
福
蔵
寺
に
集
合
。
薪
で
ご
飯
を
炊
き
、
自

然
薯
や
野
菜
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
豚
汁
を
食

べ
、
山
里
体
験
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
参
加
者
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
テ―

シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。

2030
年
の
豊
田
市
に
つ
い
て
考
え
て

このコーナーでは、おいでん・さんそんセンターの活動を支える

「プラットホーム会議」のメンバーが、農山村で気に入っている

「場所・コト・モノ」などについて語ります。

発
表
す
る
と
い
う
題
目
で
、
「
人
口
減
少
し
て
い

る
o
r
人
口
増
加
し
て
い
る
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

と
、
「ド
ラ
え
も
ん
型
o
r
さ
つ
き
と
メ
イ
型
」と

い
う
シ
ナ
リ
オ
を
選
択
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
考
え

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
「
さ
つ
き
と
メ
イ
型
」
を

選
択
し
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
自
然
と
人
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
よ
う
」
と
い
う
意

識
や
「
外
の
世
界
に
ど
う
開
か
れ
た
地
域
や
暮

ら
し
に
す
る
か
」
と
い
う
課
題
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
大
人
に

な
り
、
社
会
を
作
っ
て
い
く
中
で
、
旭
・
足
助
地

区
で
「
山
の
文
化
、
資
源
、
暮
ら
し
の
知
恵
」
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん
だ
こ
と
を
脳
裏
に
思
い
浮
か
べ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

﹃
山
の
文
化
、
資
源
、
知
恵
﹄
を

子
ど
も
た
ち
が
体
験
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セ
ン
タ
ー
長
の

センター長

鈴木辰吉

ミ
ラ
イ
の

フ
ツ
ー
に
向
か
っ
て
！

●日時：2月6日（金）10:30～（第４部のみ2月7日（土）12:00～）

●内容：製造業により発展してきたまちでありながら、市域の

　　7割を森林が占め、過疎化、高齢化が進む農山村も併せ持

　　つ豊田市。日本の縮図のようなこのまちから、いなかとまち

　　が支え合う未来の暮らしを、参加者全員がくるま座になって

　　話し合い、考えます。

●会場：小原交流館（豊田市永太郎町落681-1)

           〈意見交換会会場：紫翠閣とうふや〉

●スケジュール：

　　★第1部(10:30～12:00 小原交流館ホール）【定員250人】

　　基調講演　「都市と農山村が支え合う社会」

　　　　　　　　講師：民俗研究家　結城　登美雄　氏

　　★第2部（13:00～17:00　小原交流館）【定員100人】

　　くるま座ミーティング

　　都市と農山村の交流やいなかの活性化について、テーマご

　　とに分かれて話題提供者による事例紹介とともに参加者同

　　士で語り合います。　

　　テーマ①：移住・定住「受け入れる作法」

　　テーマ②：次世代育成「子どもとともに地域をつくる」

　　テーマ③：スモールビジネス「地域で暮らしの糧を得る」

　　★第3部（18:00～20:00 紫翠閣とうふや）

　　意見交換会　　

　　★第4部（2月7日（土）8:30～12:00豊田市旭地区）

　　ミライのフツー見学ツアー（バスツアー）

　　高齢化率42%。50年後の日本のミライを先取りする中山間　

　　地「豊田市旭地区」で、外と内の力が交り合いながら進めら

　　れている多様なまちづくりと、取り組んでいる人々を巡るツ　

　　アーです。

●参加費：第1部・第2部：無料　第3部：5,000円

　　第4部：2,000円

　　※当日お支払いください。　

●参加申し込み：申込書を、「おいでん・さんそんセンター」の

　　HP（http://www.oiden-sanson.com/)よりダウンロードし

　　申込先まで①メール送信、②FAX、③郵送、のいずれかの

　　方法で1月31日（土）までに申し込みください。　

ヌルヌルなめこ。 山里では家の

裏や森の中で、 ごく当たり前のよ

うに自分家用のキノコを育てる。

季節になると、 ある日突然にょき

にょきと出てくる。 その時期の食

卓はキノコ祭り。 味噌汁に、 炒

めものに、 煮物に、 鍋物に、 家

族みんなが大好きな素材。

「キッ、 キッ、 キノコがでてきたよ！」 というと、 息子が喜んで

飛び出していく。 「かぁちゃ

ん、 たくさん採れたよ！」 と

弾んだ声、 キノコ採りは子

どもたちのシゴト。 一度にた

くさん採れるので、

友人や実家におすそ分け。

自然の恵みと、 流れる時間

の豊かさに感謝しながら、

また来年、 『ニョキニョキっ』

と出てくることを楽しみに待

っている。

戸田　友介
㈱M-easy 代表取締役社長

【参加者募集中】
いなかとまちのくるま座ミーティング
～いつかは田舎暮らしをミライのフツーへ～

中
山
間
地
域
農
業

　

農
村
集
落
の
農
地
保
全
、
農
業
の
継
続
に
関
す
る
相

談
が
相
次
い
で
い
る
。
後
継
者
の
い
な
い
経
営
者
の
リ
タ
イ

ヤ
が
一
斉
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

 

条
件
不
利
地
で
あ
る
中
山
間
地
域
で
は
、
「
強
い
農
業
、

所
得
倍
増
」
政
策
の
前
提
と
な
る
農
地
の
流
動
化
が
進

み
に
く
く
、
耕
作
放
棄
に
向
か
う
傾
向
に
あ
る
。

 

土
と
自
然
が
相
手
の
農
は
、
人
の
手
が
不
可
欠
な
営
み

で
あ
る
。
農
村
は
農
が
営
ま
れ
て
き
た
か
ら
人
が
定
着
し

日
本
の
原
風
景
も
守
ら
れ
て
き
た
。
農
が
営
ま
れ
な
く
な

っ
た
農
村
は
、
も
は
や

「
農
村
」
で
は
な
い
し
、
そ
こ
に

人
が
と
ど
ま
る
意
味
は
多
く
は
な
い
。

　

都
市
と
農
村
が
支
え
合
う

「
暮
ら
し
満
足
都
市
」
の
実

現
の
た
め
に
は
、
農
村
も
持
続
可
能
な
暮
ら
し
の
場
と
し

て
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
中
山

間
地
域
の
農
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
い
ま
正
に
問
わ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

太
田
市
長
の

「
地
産
地
消
は
ミ
ラ
イ
へ
の
投
資
」
、
J
A

柴
田
組
合
長
の

「
減
農
薬
ミ
ネ
ア
サ
ヒ

（
赤
と
ん
ぼ
米
）

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
買
い
支
え
」
な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
発
言

が
聞
か
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
れ
が
具
体
化
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
農
村
に

暮
ら
す
人
び
と
が
地
域
の
ミ
ラ
イ
に
展
望
を
持
ち
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
や
農
の
復
権
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

都
市
部
の
企
業
や
市
民
、
活
動
団
体
の
力
を
借
り
な
が

ら
農
村
に
暮
ら
す
人
々
に
寄
り
添
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
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鈴
木
公
平
前
豊
田
市
長
と
鈴

木
辰
吉
セ
ン
タ
ー
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
、
公
平
さ
ん
が
市
長
に
就
任

さ
れ
た
時
に
当
時
部
下
だ
っ
た
辰

吉
さ
ん
の
相
談
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
多
少
の
エ

ラ
ー
」
と
語
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
も
日
々
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す
。
今
ま
で
に
無
い
取
組
み

を
行
う
の
で
す
か
ら
、
様
々
な

相
談
や
交
流
事
業
に

「ど
こ
ま
で

が
セ
ン
タ
ー
の
業
務
範
囲
な
の

か
？
」
と
悩
み
つ
つ
も

「
先
ず
は

や
っ
て
み
る
」
日
々
で
す
。
多
少

の
エ
ラ
ー
？
は
、
セ
ン
タ
ー
長
に

拾
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
失
敗
か

ら
学
び
、
ス
タ
ッ
フ
や
仲
間
と
共

に
、
走
り
な
が
ら
優
先
順
位
や

本
質
を
考
え
る
毎
日
で
す
。
回

り
道
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
一
番

の
近
道
な
の
か
も
知
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

File3.

走りながら

考える

　

1
月
7
日
松
平
地
区
の
松
平
郷
園
地
で

は
、
20
年
以
上
続
く
「
七
草
粥
を
味
わ
う
会
」

が
開
催
さ
れ
、
前
日
と
合
わ
せ
約
千
五
百
人

の
無
病
息
災
を
願
う
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今

年
は
徳
川
家
康
没
後
四
百
年
の
多
彩
な
記
念

行
事
が
こ
こ
松
平
郷
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
観

光
を
通
じ
た
都
市
と
の
交
流
で
松
平
地
域
が

ま
す
ま
す
活
性
化
す
る
よ
う
願
い
な
が
ら
七

草
粥
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

１２
月
２２
日
、
名
古
屋
C
O
I
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
が
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

　

〝
C
O
I
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
と
聞
い
て
も
、
初
め
て
名
前
を
聞
か

れ
る
方
に
は
、
誰
が
何
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
、
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

簡
単
に
言
う
と
、
「
10
年
後
に
ど
う
な
っ
て
欲
し
い
か
？
そ
の
為
に
ど
う

す
る
の
か
？
を
産
官
学
連
携
で
研
究
す
る
」
と
言
う
事
だ
そ
う
で
す
。

[※

1] 　

名
古
屋
大
学
を
拠
点
と
し
て
、
「
い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
と
活

動
し
暮
ら
せ
る
社
会
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
を
研
究
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

高
齢
化
先
進
地
で
あ
る
中
山
間
の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
来
ら
れ
ま
し

た
。[※

2]

　

鈴
木
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
や
、
高
齢
者
や
子
ど
も

達
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー [※

3] 

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
田
舎

で
は
、
人
＆
モ
ノ
の
移
動
に
軽
ト
ラ
が
欠
か
せ
ず
、
移
動
距
離
も
か
な

り
長
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
電
動
4
輪
ス
ク
ー
タ
ー
の
利
用
が
多
い

事
（
お
年
寄
り
が
数
名
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
の
様
に
農
道
を
縦
走
し
て
い
る

姿
は
微
笑
ま
し
い
）や
今
ま
で
自
動
車
免
許
を
持
っ
た
事
の
無
い
人
で
も

運
転
で
き
る
の
で
、
逆
に
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
の
で
、
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
為
に
は
親
が
送

迎
を
し
な
い
と
い
け
な
い
、
な
ど
の
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
研
究
に
は
、
目
指
す
10
年
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
医

療
、
教
育
、
買
い
物
な
ど
の
暮
ら
し
が
ど
う
い
う
形
で
あ
る
か
、
が
見
え

て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
さ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

[※

1] 

以
下
は
、
文
科
省
の
H
P
他
か
ら
抜
粋

 

１２
月
７
日
、
「
豊
田
の
里
の
暮
ら
し
を
味

わ
う
〜
い
の
し
し
丸
ご
と
１
頭
た
べ
ち
ゃ

お
う
〜
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

と
よ
た
ま
ち
さ
と
ミ
ラ
イ
塾
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
大
好
評
だ
っ
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
、
名
古
屋
市
民
向
け
ス
ピ
ン
オ
フ
企
画

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

 

今
回
も
募
集
を
上
回
る
参
加
者
数
で
、

女
性
参
加
者
が
半
数
で
し
た
。
C
B
C
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
『
イ
ッ
ポ
ウ
』
の
取
材
も
あ

り
、
柳
沢
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
も
解
体
作
業

に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

 

興
味
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ご
参
加
頂
い
て

い
る
訳
で
す
が
、
皆
さ
ん
臆
す
る
こ
と

無
く
、
包
丁
を
も
っ
て
解
体
作
業
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
食
べ
る
食
べ

る
！
大
根
と
シ
シ
肉
の
煮
し
め
、
ど
て

煮
、
シ
シ
肉
ま
ん
、
焼
き
肉
、
五
平
餅
を

中
庭
で
試
食
し
て
頂
い
た
後
、
シ
シ
鍋

を
食
べ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
全
て
完
食

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
食
事
と
し

て
五
平
餅
を
出
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す

が
、
ま
だ
足
り
な
い
様
で
し
た
の
で
、
急

遽
う
ど
ん
も
追
加
し
て
、
堪
能
頂
き
ま

し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
を
堪
能
し
て
頂
い
た
後
は
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
の
足

助
の
町
並
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ

イ
ド
さ
ん

の
説
明
付

き
で
散
策

頂
き
ま
し

た
。

 

食

文

化

や

伝

統

的
な
町
並

み
を
楽
し

ん

で

頂

き

、
そ

の

C
O
I
（Cen

ter o
f In

n
o
vatio

n

）は
文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
現
在
潜
在
し
て
い
る
社
会
ニ
ー
ズ
か
ら
10
年
後
の
日

本
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
設
定
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
革
新

的
な
研
究
開
発
を
行
う
ビ
ジ
ョ
ン
主
導
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

[※

2]

以
下
は
、
名
古
屋
大
学
の
H
P
他
か
ら
抜
粋

 

名
古
屋
大
学
が
申
請
機
関
と
な
っ
て
応
募
し
た
課
題
「
多
様
化
・
個

別
化
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
拠
点
～
い
つ
ま
で
も
活
き
活

き
と
活
動
し
暮
ら
せ
る
社
会
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
～
」
は
、
全
国1

2

の

中
核
拠
点
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

[※

3] 

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
「
移
動
性
」
の
意
味
。
「
移
動
利
便
性
」

「
移
動
し
や
す
さ
」
な
ど
の
言
い
換
え
語
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。 

物
資
や
、
人
や
金
な
ど
の
流
動
を
容
易
に
す
る
手
段
や
環
境
を
指

す
場
合
は
、
「
流
動
性
」を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。

 

背
景
に
あ
る
獣
害
問
題
の
解
決
や
伝
統

を
守
る
為
に
は
、
都
市
に
暮
ら
す
市
民
の

応
援
が
必
要
で
あ
る
事
に
も
理
解
を
深

め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

おいでん・さんそんセンタースタッフミニコラム おいでん・さんそんセンターのスタッフが

“いま”感じていることを紹介します！

　

名
古
屋
市
民
対
象

﹃
い
の
し
し
丸
ご
と
１
頭
た
べ
ち
ゃ
お
う
﹄

M A T S U D A I R A

松平

 

松
平
郷
の
七
草
粥

　

     

名
古
屋
C
O
I
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
来
所

足助
A S U K E

【地域おこし協力隊】募集のお知らせ

チーフコーディネーター

西田又紀二

足助
A S U K E

　

愛
知
県
の
主
催
に
よ
り
、
三
河
山
間
地
域
の
5
市
町
村

（
豊
田
市
、

新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
及
び
豊
根
村
）
を
対
象
と
し
た
、
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
新
隊
員
募
集
の
た
め
の
合
同
募
集
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
の
募
集
で
は
、
豊
田
市
は

「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ

ん
セ
ン
タ
ー
」
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
月
３１
日

（
土
）

に
名
古
屋
で
開
催
す
る
説
明
会
に
出
展
し
ま
す
の
で
、
地
域
お
こ
し

や
、
あ
い
ち
の
山
里
の
暮
ら
し
に
興
味

・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
主
な
業
務
内
容　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

都
市
と
農
山
村
の
活
発
な
交
流
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

「
お
い
で

ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」
の
各
事
業
に
従
事
。

●
募
集
対
象

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

 

（
１
）
平
成
２７
年
４
月
１
日
現
在
で
満
２０
歳
以
上
４５
歳
未
満
の
方
（
２
）

応
募
時
点
で
都
市
地
域

（
過
疎
、
山
村
、
離
島
、
半
島
な
ど
条
件

不
利
地
域
以
外
の
地
域
）
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
採
用
後
、
豊
田

市
の
活
動
地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
て
居
住
で
き
る
方

（
３
）
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
車
の
運
転
に
不
安
の
な
い
方

（
４
）
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
S
N
S
な
ど
の
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方

（
５
）
地
域
住
民
や
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
農
山

村
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
精
力
的
に
行
動
で
き
る
方

（
６
）
任

期
終
了
後
、
活
動
地
域
へ
の
継
続
的
な
居
住
や
関
わ
り
を
前
向
き
に

検
討
で
き
る
方

●
募
集
人
数　

1
名

●
雇
用
形
態

・
期
間　

　

市
の
特
別
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し
、
期
間
は
、
平
成
２７
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
２８
年
３
月
３
１
日
ま
で
。
た
だ
し
、
活
動
状
況
等
に

よ
り
更
新
可
能
で
す
。

●
給
与

・
賃
金
等

　

報
酬

：
時
給
１
，
０
９
０
円　

※

月
額
１５
～
２０
万
円
程
度

 

（
通
勤
費
別
途
支
給
。
社
会
保
険
料
等
の
本
人
負
担
分
が
差
し
引
か

れ
ま
す
。
）

●
待
遇

・
福
利
厚
生

　

・
任
期
中
の
住
居
は
、
採
用
後
に
本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
て
手
配

し
ま
す
。

・
市
の
特
別
任
用
職
員
と
な
り
社
会
保
険

（
健
康
保
険

・

厚
生
年
金

・
雇
用
保
険
）
等
に
加
入
し
ま
す
。

・
事
務
所
で
使
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

平
成
27
年
1
月
5
日

（
月
）
～
平
成
27
年
2
月
13
日

（
金
）

※申し込み方法、 説明会等の詳細については、 センター HP を参照ください。http://www.oiden-sanson.com/
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